













































































































































【若紫】５和良者屋三仁王徒良比給帝与呂徒尓満之奈比可知わらはやみにわつらひ給てよろつにましなひかち奈止満以良勢太末遍止志類之奈久天阿末多多比於なとまいらせたまへとしるしなくてあまたたひお己利給遣礼者阿累人幾多山尓奈武奈尓可 寺止以婦止こり給けれはある人きた山になむなにか 寺といふと古呂尓加之己幾遠己奈比人侍 古曽乃夏毛世尓於己ころにかしこきをこなひ人侍 こその夏も世におこ里天人〳〵満之奈比王川良飛之遠屋可天止ゝ武累太りて人〳〵ましなひわつらひしをやかてとゝむるた久比安末多侍利幾志ゝ古良加之徒累止起者宇多天侍遠くひあまた侍 きしゝこらかしつるときはうたて侍を止久己曽心見佐世給者女奈止 己由連者免 尓徒可とくこそ心見させ給はめなと こゆれはめ につか者之多流尓於以可ゝ末利天室乃止尓毛満可天春止申多礼者はしたるにおいかゝまりて室のとにもまかてすと申たれは以可ゝ波世无以止志乃比帝毛乃世无止乃給帝御止 尓武徒いかゝはせんいとしのひてものせんとの給て御と にむつ




【若紫】７阿奈可之己也悲止比女之侍之尓也於者之満春良无以万八あなかしこやひとひめし侍しにやおはしますらんいまは古濃世乃己止遠思給者祢八希无可多能於己奈比毛寸天和この世のことを思給はねはけんかたのおこなひもすてわ春礼天侍遠以可天加宇於者之満之徒良无止於止呂幾すれて侍をいかてかうおはしましつらんとおとろき佐者幾天宇知恵見徒ゝ見多天末川累以止多宇止幾大さはきてうちゑみつゝ見たてまつるいとたうとき大登己奈利介利左流部幾毛乃徒久利帝春可勢多天満とこなりけり るへきものつくりてすかせたてま徒利可知奈止満以累保止日多可久左之阿可利奴寸己之太つりかちなとまいるほと日たかくさしあかりぬすこした知以天徒ゝ見王多之太末遍者多可幾 己呂尓天古ゝ可之ちいてつゝ見わたしたまへはたかき ころにてこゝかし己楚宇保宇止毛阿良者仁 於呂佐類ゝ多ゝ古乃徒ゝ良こそうほうともあらはに おろさるゝた このつゝら於利濃志毛仁於那之小柴奈礼止宇流者之宇志王多おりのしもにおなし小柴なれとうるはしうしわた
【若紫】８志帝幾与希奈累屋良宇奈登徒ゝ希天木多知以止与之してきよけなるやらうなとつゝけて木たちいとよし阿累者奈仁人農春武尓加止止比太万遍者御止毛奈留人あるはなに人のすむにかととひたまへは御ともなる人古礼奈无奈丹可之曽宇徒農此布多止勢古毛利侍可多尓これなんなにかしそうつの此ふたとせこもり侍かたに波遍累奈留心者川可之幾人春武奈流止己呂尓己曽はへるなる心はつかしき人すむなるところにこそ阿奈礼安也之宇毛阿末利屋徒之希留可那幾ゝ裳古曽あなれあやしうもあまりやつしけるかなきゝもこそ春礼奈止乃給幾与希那累王良波奈止阿末多以帝幾天すれなとの給きよけなるわらはなとあまたいてきて安可多天末川利者那於利奈止春流毛阿良者仁美由可之あかたてまつりは おりなとするもあらはにみゆかし古尓女己曽安利遣礼曽宇徒者与毛左也宇尓者寸遍こに女こそありけれそう はよもさやうにはすへ多万者之越以可奈累人奈良武止久知〳〵以婦於利天たまはしをいかなる人ならむとくち〳〵いふおりて







世天侍良者以可仁御恵以見之宇満左良勢給者无せて侍らはいかに御ゑいみしうまさらせ給はん富士乃山奈仁可之乃多希奈止加多里幾己由留毛富士の山なにかしのたけなとかたりきこゆるも安利又尓之能国農於毛之路幾浦〳〵以曽乃宇偏遠あり又にしの国のおもしろき浦〳〵いそのうへを以比川ゝ久流毛安利帝与呂徒尓末幾良者之幾己いひつゝくるもありてよろつにまきらはしきこ遊知可幾止己呂尓八者利満乃 可之乃宇良古曽奈越ゆちかきところにははりまの かしのうらこそなを古止仁侍連奈尓乃以多利布可幾久万八奈遣礼止多ゝことに侍れなにのいたりふかきくまはなけれとたゝ宇見農於毛天遠見王多之多累保止奈武安也之うみのおもてを見わたしたるほとなむあやし宇古止所尓似春由本比可奈留止己呂尓侍留加乃国うこと所に似すゆほひかなるところに侍 かの国濃左幾乃可見志保知乃女可之川幾多累家以 以多之のさきのかみしほちの女かしつきたる家い いたし
【若紫】
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加之大臣乃後尓天以帝多地毛春遍可利計累人農かし大臣の後にていてたちもすへかりける人の世乃比可毛乃尓天満之良比毛世須近衛中将遠寿世のひかものにてましらひもせす近衛中将をす天ゝ申太万波連利遣留徒可左奈礼止加乃国農人尓毛てゝ申たまはれりけるつかさなれとかの国の人にも寸己之安那川良礼帝奈仁乃女以保久尓天可又都尓毛すこしあなつられてなにのめいほくにてか又都にも可遍良无止以比帝加之良毛於呂之侍尓希類遠須己之かへらんといひてかしらもおろし侍 けるをすこし於久満利多累山春見毛世天佐累海徒 尓以天為多流おくまりたる山すみもせてさる海つ にいてゐたる比可〳〵之幾屋宇奈礼止希仁可乃国農宇知尓佐毛ひか〳〵しきやうなれとけにかの国のうちにさも人農古毛利為怒遍幾止己呂〳〵八安良奈可良布可起人のこもりゐぬへきところ〳〵はありなからふかき里者人者那連古ゝ呂春己久和可 左以之乃思王比奴里は人はなれこゝろすこくわか さいしの思わひぬ
【若紫】
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以多宇霞多累尓満幾連天加濃小柴可幾乃毛止仁多地いたう霞たるにまきれてかの小柴かきのもとにたち出給不人〳〵盤可編之給帝古礼三川乃阿曽无止乃曽幾給出給ふ人〳〵はかへし給てこれみつのあそんとのそき給遍者多ゝ古乃尓之於毛天尓之裳持仏春遍多天末 利天へはたゝこのにしおもてにしも持仏すへたてま りて於己奈不安万成介利寸多礼春己之安計帝者那多天末川累おこなふあま成けりすたれすこしあけてはなたてまつる女利中濃者之良尓与里為天希宇曽久濃宇遍尓経遠めり中のはしらによりゐてけうそくのうへに経を遠支天以止奈也末之希仁与見井多流阿万君多ゝ人登をきていとなやましけによみゐたるあま君たゝ人と美衣須四十阿末利尓天以止志呂久安天尓屋世 礼止徒良みえす四十あまりにていとしろくあてにやせ れとつら川幾布久良可仁末見乃保止可見乃宇川久之希仁曽可礼多留つきふくらかにまみのほとかみのうつく けにそかれたる春恵毛中〳〵奈可幾良利毛古良奈宇以末女可之幾毛乃可那すゑも中〳〵なかきよりもこよなういまめかしきものかな
【若紫】
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宇累己止曽登川祢尓幾己由留遠心宇久止天古地屋止以部者うることそとつねにきこゆるを心うくとてこちやといへは徒以為多里川良川幾以止良宇太希尓天万遊乃王多里ついゐたりつらつきいとらうたけにてまゆのわたり宇知遣不利以者計奈久加以屋利多累比多以川幾加武左うちけふりいはけなくかいやりたるひたいつきかむさ之以見之宇ゝ徒久之祢比由可武左満遊可之幾人可那しいみしうゝつくしねひゆかむさまゆかしき人かな止免止満利給左流者加幾利奈 心遠徒久之幾己由留人とめとまり給さるはかきりな 心をつくしきこゆる人尓以登与宇仁多天末川連流可満毛良類ゝ 利介利止思不にいとようにたてまつれるかまもらるゝ りけりと思ふ尓毛涙曽於川留阿万君可見遠加幾奈天川ゝ希川累己止にも涙そおつるあま君かみをかきなてつゝけつること遠者宇流左可里給遍止 可之乃御久之也以止者可那宇物をはうるさかり給へと かしの御くしやいとはかなう物志給己曽阿者礼尓 之路女多遣礼閑者 里尓奈礼者以止し給こそあはれに しろめたけれかは りになれはいと
【若紫】
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遍和春礼与者比乃不累人農御安利佐万也以天御世于楚へわすれよはひのふる人の御ありさま也いて御せうそ己幾己衣无止天多川遠止春礼者可遍利給奴阿者礼奈留人こきこえんとてたつをとすれはかへり給ぬ はれなる人遠美川累可那加ゝ連者古濃春幾物止毛閑ゝ流安利幾越乃三をみつるかなかゝれはこのすき物ともかゝるありきをのみ志帝与久佐累末之幾人遠毛見徒久流成介利多万佐可してよくさるましき人をも見つくる成けりたまさか尓多知以徒累多仁可 思乃本加奈留己止越美留与登於可にたちいつるたにか 思のほかなることをみるよとおか之宇於毛本須左天毛 止宇川久之可利川留知己可那奈仁しうおもほすさても とうつくしかりつるちこかななに人奈良舞加乃人農御加者利尓阿希久礼乃奈 佐女尓人ならむかの人の御かはりにあけくれのな さめに毛見者也止於毛不心布可宇徒幾奴宇知婦之給遍留尓も見はやとおもふ心ふ うつきぬうちふし給へるに楚宇川乃御天之古礼三徒遠与比以帝佐春保止奈幾所そうつの御てしこれみつをよひいてさすほとなき所
【若紫】
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奈礼者幾見毛屋可天幾ゝ給与起里於者之満之希累与之なれはきみもやかてきゝ給よきりおはしましけるよし多ゝ以万奈無人申春仁於止呂幾奈可良佐布良婦部幾越たゝいまなむ人申すにおとろきなからさふらふへきを奈仁可之此寺仁古毛利侍止者志路之免之奈可良志乃者なにかし此寺にこもり侍とはしろしめしなからしのは勢給遍累遠宇礼者之久思給部天奈無草乃御武之路せ給へるをうれはしく思給へてなむ草の御むしろ毛古濃者宇仁己曽満宇希侍部遣礼以止本以奈幾事止申もこのはうにこそまうけ侍へけれいとほいなき事と申給遍利以奴留十与日乃程与利和良者也三仁王川良比侍遠給へりいぬる十よ日の程よりわらはやみにわつらひ侍を多比可左奈利天多遍可多宇波部連者人乃遠之部乃末ゝ 尋たひかさなりてたへかたうはへれは人のをしへのまゝ 尋以利侍川連止加也宇奈留人農志類之阿良者左奴止幾者いり侍つれとかやうなる人のしるしあら さぬときは志多奈可流部幾毛多ゝ那累与里八以登於之宇思給部川ゝしたなかるへきもたゝなるよりはいとおしう思 へつゝ
【若紫】
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以三之可流遍幾越於保之徒ゝ希天加也宇奈留須末井毛世満いみしかるへきをおほしつゝけてかやうなるすまゐもせま本之宇於保衣給毛乃 良飛累乃面影心耳可ゝ里天恋志ほしうおほえ給もの らひるの面影心にかゝりて恋し希礼者古ゝ尓毛能之給者多連尓可多川祢幾古衣満本之幾けれはこゝにものし給はたれにかたつねきこえまほしき由女遠見給之可那遣不奈武思阿者勢川累止幾己盈給部ゆめを見給しかなけふなむ思あはせつるときこえ給へ者宇知和良比帝宇地川希奈累御夢可多里尓曽侍奈流はうちわらひてうちつけなる御夢かたりにそ侍なる多川祢左勢給天毛御心遠止利世佐勢給奴部之故按察たつねさせ給ても御心をとりせさせ給ぬへし故按察大納言八世耳奈久天久之久奈利侍奴連者盈志呂之大納言は世になくて しくなり侍ぬれはえしろし女左之閑之曽濃北乃可多奈武奈尓可 可以毛宇登耳めさしかしその北のかたなむなにか かいもうとに侍可濃安世地可久連天乃知世遠曽武幾天侍可古乃古呂侍かのあせちかくれてのち世をそむきて侍かこのころ
【若紫】
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可多屋己止奈久奈止之天也春可良奴事於保久天安希久礼かたやことなくなとしてやすからぬ事おほくてあけくれ毛乃越於毛比天奈無奈久成侍尓之物思日尓屋末比徒ものをおもひてなむなく成侍にし物思ひにやまひつ久毛能止免尓知可久見給遍之 止申給佐良者曽乃子くものとめにちかく見給へし と申給さらはその子成介利止於毛保之阿者世給徒美己乃御春知尓天加乃人成けりとおもほしあはせ給つみこの御すちにてかの人尓毛加与比幾古衣多流尓也止以止ゝ阿者礼耳美万保之人にもかよひきこえたるにやといとゝあはれにみまほし人濃本止毛阿天 於可之宇中〳〵乃左可志良心奈久宇知のほともあて お しう中〳〵のさかしら心なくうち加多良比天心乃末ゝ仁遠之遍 保 多天ゝ見者也止於毛かたらひて心 まゝにをしへ ほ たてゝ見はやとおも保春以止阿者礼耳毛能之給古止可那曽礼盤止ゝ免 末不ほすいとあはれにものし給ことかなそれはとゝめ まふ閑多見毛奈幾可止於左那可利川留由久恵乃猶多之可仁かたみもなきかとおさなかりつるゆくゑの猶たしかに
【若紫】
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志良満本之久天止比多末遍者奈久奈利侍之保止耳しらまほしくてとひたまへはなくなり侍しほとに古曽侍之可曽礼毛女尓天曽礼尓川計帝物思農毛与こそ侍しかそれも女にてそれにつけて物思のもよ保之尓奈武与者比乃春恵丹思給部奈計幾侍女流止幾古衣ほしになむよはひのすゑに思給へなけき侍めるときこえ給左連波与止於保左流安也之幾事奈礼止於佐奈幾御給されはよとおほさるあやしき事なれとおさなき御宇之路美尓於毛本春遍久幾古衣給天无 思心安利天うしろみにおもほすへくきこえ給てん 思心ありて由幾可ゝ徒良婦方裳侍奈可良世丹心乃志末奴尓也阿良无ゆきかゝつらふ方も侍なから世に心のしまぬにやあらん悲止利春見尓天乃三奈無満多尓計奈幾保止ゝ川祢 人ひとりすみにてのみなむまたにけなきほとゝつね 人尓於毛保之奈須良遍天者之太奈久也奈止乃給部者以登におもほしなすらへてはしたなくやなとの給へはいと宇礼之可流部幾 本世己止奈留越末多武希仁以者希奈幾うれしかるへき ほせことなるをまたむけにいはけなき
【若紫】
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古止尓奈無加多之希那久止毛可ゝ流徒井帝仁末女〳〵之ことになむかたしけなくともかゝるつゐてにまめ〳〵し久幾古衣佐春部支事 止幾古衣給部連者安万幾見くきこえさすへき事 ときこえ給へれはあまきみ比可古止幾ゝ給遍累奈良武以止者川可之幾御希者比丹ひかこときゝ給へるならむいとはつかしき御けはひに奈尓己止越可者以良遍 己衣无止乃給部者ゝ之太奈宇毛なにことをかはいらへ こえんとの給へはゝしたなうも己曽於保世登人〳〵幾古遊希仁王可屋可奈留人古曽宇多こそおほせと人〳〵きこゆけにわかやかなる人こそうた天毛阿良免末女也可丹乃給可多之遣那之止天井左里与利てもあらめまめやかにの給かたしけなしとてゐさりより多万遍利宇地川希尓安左者可那利止御覧世良礼奴部幾たまへりうちつけにあさはかなりと御覧せられぬへき川為天奈礼止心尓者左毛於保衣侍良祢八仏盤遠乃徒可良つゐてなれと心にはさもおほえ侍らね 仏はをのつから止天於止那〳〵之宇者川可之希奈流尓徒ゝ満連天止見尓毛とておとな〳〵しうはつかしけなるにつゝまれてとみにも
【若紫】
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盈宇知以天給者須希仁思給与利加多幾徒井帝仁可久末天えうちいて給はすけに思給よりかたきつゐてにかくまて乃給者世幾古衣佐春流毛以可ゝ登乃給布阿者礼尓宇希給者留の給はせきこ さするもいかゝとの給ふあはれにうけ給はる御安利左末遠可濃春起給丹遣无御可者利尓於保之奈以御ありさまをかのすき給にけん御かはりにおほしない天无也以不可比奈幾保止乃与者比尓天武徒末之 留部幾てんやいふかひなきほとのよはひにてむつまし るへき人尓毛多知遠久礼侍尓介礼者阿也之宇宇起多累也宇尓天人にもたちをくれ侍にけれはあやしううきたるやうにて止之月越己曽加左祢侍連於那之左満丹毛能之給奈留越多久とし月をこそかさね侍れおなしさまにものし給なるをたく比尓奈佐世給遍止以登幾古衣満本之幾遠可ゝ流於利侍閑多久ひになさせ給へといときこえまほしきをかゝるおり侍かたく天奈武於保左連无所遠毛者ゝ加良須宇知以天侍奴留止幾己てなむおほされん所をもはゝからすうちいて侍ぬるときこ衣給部者以止宇礼之宇思日給奴部幾御己止那可良毛幾古之え給へはいとうれしう思ひ給ぬへき御ことなからもきこし
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濃可希尓志者之裳屋春良者須太知帰奈无八阿可奴王左那のかけにしはしもやすらはすたち帰なんはあかぬわさな止乃給不岩可久礼農苔能宇遍尓奈三井帝加者良希との給ふ岩かくれの苔のうへになみゐてかはらけ万以累於地久累水能左満奈止由遍阿累瀧乃毛登也まいるおちくる水のさまなとゆへある瀧のもと也頭中将布止古呂奈利希留布惠止利以天ゝ婦幾須末之多利頭中将ふところなりけるふゑとりいてゝふきすましたり弁能君安不幾者可那宇宇知奈良志帝止与宇良能寺乃西弁の君あふきはかなううちならしてとようらの寺の西奈留也止宇多婦人与利盤古止那累君多 留遠源氏乃なるやとうたふ人よりはことなる君た るを源氏の幾見以止以多宇ゝ地奈也見帝岩尓与里井給遍留八 久きみいといたうゝちなやみて岩によりゐ給へ は く比奈久遊ゝ之 御安利左満尓曽奈仁古止尓毛免宇川累満ひなくゆゝし 御ありさまにそなにことにもめうつるま志可利希留礼以乃飛知里幾布俱随身佐宇能布恵毛多しかりけるれいのひちりきふく随身 うのふゑもた
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古曽侍奈連心宇久裳乃給奈須可奈世止ゝ毛仁者之太こそ侍なれ心うくもの給なすかな世とゝもにはした奈幾御毛天奈之遠毛之於毛保之奈越累於利毛也登なき御もてなしをもしおもほしなをるおりもやと止佐万加宇左満尓古ゝ路三幾己由留遠以止ゝ於毛本之宇止とさまかうさまにこゝろみきこゆるをいとゝおもほしうと武奈女流可之与之也以乃知多仁止天与流乃於満之尓 利むなめるかしよしやいのちた とてよるのおましに り給奴女君布止裳以利給者須幾古衣王徒良飛給天給ぬ女君ふともいり給はすきこえわつらひ給て
 
宇地奈介幾天婦之給遍留毛奈満心徒幾奈 尓也阿良うちなけきてふし へるもなま心つきなきにやあら無祢布多希仁毛天那之帝止可宇世遠於 本之美多留ゝむねふたけにもて してとかう世をお ほしみたるゝ古止於保可利己濃若草能於比以天无本 乃奈越遊可之ことおほかりこの若草のおひいてんほ のなをゆかし幾越尓遣奈幾保 ゝ於毛遍利之毛己止者里曽可之きをにけなきほ ゝおもへりしもことはりそかし
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希礼者古ゝ呂宇久以可奈良无止乃三於毛保之見多留安川幾けれはこゝろうくいかならんとのみおもほしみたるあつき保止盤以止ゝ於幾毛阿可利給者須三月尓奈利給部者以止志ほとはいとゝおきもあかり給はす三月になり給へはいと流幾保止尓天人〳〵三奉利止可武累毛阿左満之幾御春久るきほとにて人〳〵み奉りとかむるもあさましき御すく世濃本止心宇之人盤思与良怒己止奈礼者此月末天曽宇せのほと心うし人は思よらぬことなれは此月まてそう勢左世給者佐利計累事止於止呂幾幾己由和可御心せさせ給はさりける事とおとろききこゆわか御心日止川尓者志流宇於毛本之和久己止毛安利介利御遊殿ひとつにはしるうおもほしわくこともありけり御ゆ殿奈止仁毛志多之宇徒可宇末川里天奈仁事濃御希之幾越なとにもしたしう かうまつりてなに事の御けしきを毛志累久見多天末川利 連累御免乃止古乃弁命婦もしるく見たてまつり れる御めのとこの弁命婦奈止楚安也之止於毛遍止可多見尓以比安者須部幾仁安良祢者なとそあやしとおもへとかたみにいひあはすへきにあらねは
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奈越乃可連加多閑利遣流御春久勢遠曽命婦盤阿左満なをのかれかたかりける御すくせをそ命婦はあさま志止思不内尓者御物農希乃末幾礼尓天止見尓希之幾奈久しと思ふ内には御物のけのまきれにてとみにけしきなく於者之満之遣留程尓止曽楚宇之介无可之美那人毛左能三おはしましける程にとそそうしけんかしみな人もさの思介利以止ゝ阿 礼尓加幾利奈宇於毛保左礼天御使奈止乃思けりいとゝあ れにかきりなうおもほされて御使なとの飛万那幾毛曽良於曽呂之宇物遠於毛保春事比末奈之ひまなきもそらおそろしう物をおもほす事ひまなし中将農君毛於止呂〳〵志宇佐万己止那累夢 見給帝中将の君もおとろ〳〵しうさまことなる夢 見給て阿者春留毛乃越女之帝止者勢給部者遠与比奈宇於毛あはするものをめしてとはせ給へはをよひなうおも保之可希努春知乃古止遠阿者世介利曽濃中尓太可比女ほしかけぬすちのことをあはせけりその中にたかひめ安利帝徒ゝ志末世給部幾事奈无侍留止以婦尓王川良八ありてつゝしませ給へき事なん侍るといふにわつらは
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堂尓止天奈武由久里奈宇物布可幾御末之所尓奈登幾たにとてなむゆくりなう物ふかき御まし所になとき古遊希仁可ゝ留止己呂盤礼以丹太可比天於保左留徒祢尓思給こゆけにかゝるところはれいにたかひておほさるつねに思給多地奈可良可比奈幾左満尓乃三毛天奈佐世給尓徒ゝ万礼たちなからかひなきさまにのみもてなさせ給につゝまれ侍天奈無奈也末勢給事遠毛久止毛宇希太万八良侍てなむなやませ給事をもくともうけたまはら左利計留於保川可 佐止幾己衣 三多里心知以徒止毛奈久さりけるおほつか さときこえ みたり心ちいつともなく能三侍遠加幾利乃左末仁奈利侍帝以 可多之希那久多知のみ侍をかきりのさまになり侍てい かたしけなくたち与良勢給遍累尓身徒可良 古盈 世奴己止乃給者寸留よらせ給へるに つから こえ せぬことの給はする古止乃春地多万佐可尓毛於毛保之 者良奴屋宇侍良八可久ことのすちたまさかにもおもほし はらぬやう侍らはかく王利那幾齢春幾侍利天加奈良須閑春末遍佐世給部以三わりなき齢すき侍りてかならす すまへさせ給へいみ
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志宇心本曽希仁見給部遠久奈武祢可比侍留道農保多之尓思しう心ほそけに見給へをくなむねかひ侍る道のほたしに思給部良礼努部幾奈止幾古衣 部利以止知可遣礼者心本曽希給へられぬへきなときこえ給へりいとちかけれは心ほそけ奈流御声多衣〳〵幾古衣天以登可多之希那幾和左尓毛侍哉なる御声たえ〳〵きこえていとかたしけなきわさにも侍哉此君多仁可之古末利毛幾己盈給川部支保止奈良満此君たにかしこまりもきこえ給つへきほとならま加者止乃給安者礼尓幾給帝奈仁可阿左宇思 部良无古かはとの給あはれにき給てなにかあさう思 へらんこ由部可宇寸幾〳〵之幾左末越美衣多天末川良武以可奈留契ゆへかうすき〳〵しきさまをみえたてまつらむいかなる契尓可見多天末川里曽免之与利阿者礼尓思幾己由留毛安也にか見たてまつりそめしよりあはれに思きこゆるもあや志幾末天此世乃己止尓盤於保衣侍良奴奈登乃給天加比しきまて此世のことにはおほえ侍らぬなとの給てかひ奈幾心知能三之侍遠可乃以者希奈宇毛能之給御悲止なき心ちのみ 侍をかのいはけなうものし給御ひと
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以帝阿左可良須止不良比給遍利少納言由部奈可良寸御いてあさからすとふらひ給へり少納言ゆへなからす御加遍利奈止幾古衣多利以三奈 春起天京乃殿尓奈止かへりなときこえたりいみな すきて京の殿になと幾ゝ給部者保止 天身徒可良能止可奈流夜於者之多利以止きゝ給へはほと てみつからのとかなる夜おはしたりいと寸己遣仁安連多流所農人春久奈ゝ流尓以可仁於左那支人 曽すこけにあれたる所の人すくなゝるにいかにおさ き人 そ路之加良无止美遊礼以乃止己呂尓入堂天万徒利天少納ろしからんとみゆれいのところに入たてまつりて少納言御安利左満奈止宇知奈幾川ゝ幾古衣徒ゝ久累尓安以言御ありさまなとうちなきつゝきこえつゝくるにあい奈宇御袖毛多ゝ奈良須宮尓和多之多天末 良武止侍遠なう御袖もたゝならす宮にわたしたてま らむと侍を古比女君乃以止奈佐希奈久宇幾毛能丹思幾古盈 万こひめ君のいとなさけなくうきものに思きこえ ま遍里之尓以止武希仁知己奈良奴与王比乃又者可〳〵之へりしにいとむけにちこならぬよわひの又はか〳〵し
【若紫】
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左満農奈礼堂累尓須己之川三由留佐連給奈曽古衣左さまのなれたるにすこしつみゆるされ給なそこえさ良无登宇知寸之給遍累遠身丹之見帝和可幾人らんとうちすし給へるを身にしみてわかき人人思遍利君盤宇部遠恋幾古衣 帝奈幾布之太末人思へり君はうへを恋きこえ てなきふしたま遍類丹御阿曽比可多幾止毛能奈越之 多留人農へるに御あそひかたきとものな し たる人の於者寸留八宮乃於者之満春奈女利止幾己由連者於幾おはするは宮のおはしますなめりときこゆれはおき以帝給天少納言与奈遠之幾多里川良无盤以徒良いて給て少納言よなをしきたりつらんはいつら宮濃於者春流可止天与利於者之多累御声以止羅宇宮のおはするかとてよりおはしたる御声いとらう多之宮尓盤安良祢止又於毛保之者那徒遍宇毛阿良春たし宮にはあらねと又おもほしはなつへうもあらす古地止乃給不遠者川可之加利之人止左須可尓幾ゝこちとの給ふをはつかしかりし人とさすかにきゝ
【若紫】
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遠之久ゝ見天和可御心地毛可川盤宇多天於本盈給部止をしくゝみてわか御心地もかつはうたておほえ給へと阿者礼尓宇知可多良比給 以左給部与於 之幾恵奈止あはれにうちかたらひ給 いさ給へよお しきゑなと本久日比奈安曽比奈登春累止己呂尓止心尓徒久 幾己止ほくひひなあそひなとするところにと心につく きこと遠乃給希者比農以止奈川可之幾越於左那支心知 毛以止をの給けはひのいとなつかしきをおさなき心ち もいと以多宇毛遠知須左寸可仁武川可之宇祢毛以良寿見いたうもをちすさすかにむつかしうねもいらすみ志呂幾布之給遍利夜悲止与風布幾阿留ゝ仁希尓加宇於しろきふし給へり夜ひとよ風ふきあるゝにけにかうお者世左良末之加者以可仁心本曽加良満之於那之久八与呂之はせさらましかはいかに心ほそからましおなしくはよろし幾保止尓於者之満 末之加者登左ゝ女起安部利免能止盤きほとにおはしま ましかはとさゝめきあへりめのとは宇之路女多左仁以 知可宇左婦良不可世須己之不幾也三太うしろめたさにい ちかうさふらふかせすこしふきやみた
【若紫】
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左之丹佐者利志毛勢之止以比可介帝以利怒又人毛以帝さしにさはりしもせしといひかけていりぬ又人もいて古祢者帰毛奈佐希奈遣礼者安介由久空毛波之太奈久天こねは帰もな けなけれはあけゆく空もはしたなくて殿部於八之奴於可之可里川留人農奈己利恋之久悲止殿へおはしぬおかしかりつる人のなこり恋しくひと里衛三之川ゝ婦之給遍利日太 宇御止乃古毛利於幾天りゑみしつゝふし給へり日た う御とのこもりおきて布見屋利給丹加久部幾己止葉毛礼以奈良祢八筆宇知ふみやり給にかくへきこと葉もれいならねは筆うち遠幾徒ゝ春左比為 遍利於可之幾恵奈 越屋利給可之をきつゝすさひゐ給へりお しきゑな をやり給かし古丹者遣婦之毛宮和多里太末遍利止之己呂与利裳こにはけふしも宮わたりたまへりとしころよりも己与那久阿連満左里日呂不 乃婦利多累所農以 ゝこよなくあれまさりひろふ のふりたる所のい ゝ
【若紫】
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加之古丹和多里天見奈良之給部奈止毛能世之遠安かしこにわたりて見ならし給へなとものせしをあ屋之宇宇止見給天人毛心遠久女里之遠可ゝ留於利やしううとみ給て人も心をくめりしをかゝるおり丹之毛物之給者无裳心久類之宇奈登乃給部者奈仁にしも物し給はんも心くるしうなとの給へはなに閑者心保曽久止毛志八 盤加久天於者之満之 武春己之かは心ほそくともしは はかくておはしまし むすこし物農古ゝ呂於毛保之志利奈无丹王多良勢給者无古曽物のこゝろおもほししりなんにわたらせ給はんこそ与久八侍部遣礼止幾己遊与流日累恋幾古衣給尓者可那幾よくは侍へけれときこゆよるひる恋きこえ給にはかなき毛能毛幾己之女左須止天 仁以止以多宇於毛也世給部連止ものもきこしめさすとて にいといたうおもやせ給へれと以登安天尓宇川久之俱中〳〵美衣給奈尓可左之裳於毛いとあてにうつくしく中〳〵みえ給なにかさしもおも保春以末波世丹奈幾人農御事八可比奈之遠乃連ほすいまは世になき人の御事はかひなしをのれ
【若紫】
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阿連者奈登可多良比幾古衣給帝久流連八可遍良勢給遠以止あれはなとかたらひきこえ給てくるれはかへらせ給をいと心保曽之登於本比帝 飛給部者宮宇知奈幾給帝以止加宇心ほそしとおほひて ひ給へは宮うちなき給ていとかう思奈以利給曽遣婦安春和多之多天末川良无奈登可遍春〳〵古思ないり給そけふあすわたした まつらんなとかへす〳〵こ之良部遠幾天出給奴奈己利裳奈久佐女加多宇奈幾井しらへをきて出給ぬなこりもなくさめかたうなきゐ給遍利由久左起農身濃安良无事奈止末天毛於毛保給へりゆくさきの身のあらん事なとまて おもほ志ゝ良須多ゝ止之己呂多地者奈類ゝ於利那宇末川八之奈良しゝらすたゝとしころたちはなるゝおりなうまつはしなら比天以末波奈幾人止奈利給丹希流止於毛本春可以見之ひていまはなき人となり給にけるとおもほすかいみし幾丹於左那幾御心知奈礼止武祢川止布太可利天礼以乃屋宇きにおさなき御心ちなれとむねつとふたかりてれいのやう尓毛阿曽比給者須日累八左天毛満幾良波之給遠夕暮にもあそひ給はすひるはさてもまきらはし給を夕暮
【若紫】
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於毛保之多良奴曽阿左満之気也少納言盤惟光尓阿者礼おもほしたらぬそあさましきや少納言は惟光にあはれ奈累物可多里止 之天安利遍天後也左流部幾御春久勢なる物かたりと してありへて後やさるへき御すくせ乃可連幾古衣給者奴屋宇毛阿良无多ゝ以末者可計礼毛のかれきこえ給はぬやうもあらんたゝいまはかけても以止尓希奈幾御事止見多天末川累遠安也之宇於毛保いとにけなき御事と見たてまつるをあやしうおもほ之乃多万波春留毛以可 留 心丹可思日与流可多奈宇見しのたまはするもいか る 心にか思ひよるかたなうみ多礼侍希不毛宮和 良勢給帝宇之路也春宇徒可宇たれ侍けふも宮わ らせ給てうしろやすうつかう末川連心於左那久毛天那之幾己遊奈登乃給世川累毛まつれ心おさなくもてなしきこゆなとの給せつるも以止和徒良八之宇多ゝ奈類与利八可ゝ留御春幾事毛思いとわつらはしうたゝなるよりはかゝる御すき事も思以天良礼侍川累奈登以比天此人毛古止安利加保尓也於毛比いてられ侍つるなといひて此人もことありかほにやおもひ
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以天无裳春起〳〵之可留遍之於左那支人遠奴春見以帝いてんもすき〳〵しかるへしおさなき人をぬすみいて多里止毛止幾於比奈无曽濃左幾丹志者之人尓毛口可多たりともときおひなんそのさきにしはし人にも口かた免天和多之天无止於保之帝安可川幾可之古丹毛乃世无車めてわたしてんとおほしてあかつきかしこにものせん車乃佐宇曽久左那可良随身悲止利布多里於保世遠 多礼のさうそくさなから随身ひとりふたりおほせを たれ止乃給宇遣給天多知奴君以可尓世満之幾古衣阿利天との給うけ給てたちぬ君いかにせましきこえありて春幾加末之幾屋宇奈累部幾事人農保止多仁物思志利すきかましきやうなるへき事人のほとたに物思しり女農古ゝ呂加者之希留事止遠之波可良連奴部久盤世乃女のこゝろかはしける事とをしはかられぬへくは世の川祢奈利知ゝ宮 多川祢以帝給部良无毛者 太奈宇寸ゝつねなりちゝ宮 たつねいて給へらんもは たなうすゝ路奈累部幾遠止於毛保之見多留礼止佐帝者徒之天 八ろなるへきをとおもほしみたるれとさてはつして は
【若紫】
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以止久地於之可部遣連者満多夜布可宇以天給女君礼以農いとくちおしかへけれはまた夜ふかういて給女君れいの志布〳〵耳心毛 希須毛能之給可之己丹以止世地尓美累しふ〳〵に心も けすものし給かしこにいとせちにみる遍幾事乃侍遠思給部以帝ゝ奈无多知可遍利万以利へき事の侍を思給へいてゝなんたちかへりまいり幾奈無止天出太末遍者左不良婦人〳〵毛志良佐里希利きなむとて出たまへはさふらふ人〳〵もしらさりけり和可御可多尓天御奈遠之奈止八多天末川累惟光者可里遠わか御かたにて御なをしなとはたてまつる惟光はかりを馬尓乃世天於者之奴門宇知多ゝ可勢太万遍者心毛之良馬にのせておはしぬ門うちたゝかせたまへ 心もしら怒毛能ゝ阿希多累尓御車遠也遠良比幾入左世天太以婦ぬものゝあけたるに御車をやをらひき入させてたいふ徒万戸遠奈良之天志者布計者少納言機ゝ志利帝以天つま戸をならしてしはふ は少納言きゝしりていて幾多里古ゝ尓於八之満春止以遍者於佐奈幾人盤御止乃古きたりこゝにおはしますといへはおさなき人は御とのこ
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宮濃御武可遍尓於者之多流止祢遠比連天於波之多利御久宮の御むかへにおはしたるとねをひれておほしたり御く之加幾徒久呂比奈止之給帝以左給部宮乃御徒可 尓 満しかきつくろひなとし給ていさ給へ宮の御つか に ま以利幾川累曽登乃給丹阿良佐利遣利止安幾礼天於曽呂いりきつるそとの給にあらさりけりとあきれておそろ志止思多礼者安奈心宇末呂毛於那之人曽止天可起以多 天しと思たれはあな心うまろもおなし人そとてかきいた て出給部者太以婦少納言奈止波古者以可仁止幾己由古ゝ丹者川祢出給へはたいふ少納言なとはこはいかにときこゆこゝにはつね尓裳衣満以良奴可於保川可奈希連者心屋春幾所尓止幾古衣にもえまいらぬかおほつかなけれは心やすき所にときこえ志越古ゝ呂宇久和多里給部可奈礼者満之帝幾古衣加多可留部しをこゝろうくわたり給へかなれはましてきこえかたかるへ耳与里奈武人日止利万以良礼与可之登乃給部者心阿者によりなむ人ひとりまいられよかしとの へは心あは多ゝ之倶天遣婦盤以止日无那久奈無侍部幾宮濃王多良世たゝしくてけふはいとひんなくなむ侍へき宮のわたらせ
【若紫】
92
給者无尓者以可佐万丹可幾古衣屋良无遠乃徒可良保止遍天給はんにはいかさまにかきこえやらんをのつからほとへて左流部幾仁於八之満左八登毛加宇毛侍利奈無遠以止思屋利奈さるへきにおはしまさ ともかうも侍りなむをいと思やりな幾本登乃事尓侍連者左不良婦人〳〵久累之宇 遍之きほとの事に侍れはさふらふ人〳〵くるしう侍へし止幾己由連者与之後尓毛人盤万以利奈武可之止天御車ときこゆれはよし後にも人はまいりなむかしとて御車与世左勢給部八阿左末之宇以可左満丹止思安部 和可君毛よせさせ給へはあさましういかさまにと思あへ わか君も安也之宇於毛本之天奈以給不少納言止ゝ免幾己盈无可多あやしうおもほしてない給ふ少納言とゝめきこえんかた奈希礼者与遍奴比 御曽止毛比幾左希天身徒可良裳なけれはよへぬひ 御そともひきさけてみつからも与呂之幾幾奴幾可遍天乃利 二條院盤知可希礼者よろしききぬきかへてのり 二條院はちかけれは満多阿可宇奈良奴丹於者之天丹之能多以丹御車与勢天またあかうならぬにおはしてにしのたいに御車よせて
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者御帳奈止毛奈可里介利惟光女之天御帳御日也宇婦奈止は御帳なともなかりけり惟光めして御帳 ひやうふなと阿多里〳〵志多天佐世給御丁乃可多飛良比幾於路之御満之あたり〳〵したてさせ給御丁のかたひらひきおろし御まし奈止多飛支徒久呂布者可利尓 安礼者東乃対丹御止乃なとたひきつくろふはかりに あれは東の対に御との井物女之尓徒可者之天御止乃古毛利奴和可君以止武久川ゐ物めしにつかはして御とのこもりぬわか君いとむくつ希宇以可仁春累事奈良武止布累者礼給遍止左須可尓声けういかにする事ならむとふるはれ給へとさすかに声多天ゝ裳衣奈幾給者須少納言加毛止尓祢無止乃給声以たてゝもえなき給はす少納言かもとにねむとの給声い和可之以末者佐盤御止乃古毛流末之幾曽与登遠之部幾古衣わかしいまはさは御とのこもるましきそよとをしへきこえ給部者以止王比之俱帝奈幾布之給部利女能止盤宇地裳給へはいとわひしくてなきふし給へりめのとはうちも布左礼春物毛於保衣春於幾井多利安計由久末仁見王多ふされす物もおほえすおきゐたりあけゆくまに見わた
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天曽和比安部利介留志波之人尓志良勢之止君毛乃給比てそわひあへりけるしはし人にしらせしと君もの給ひ少納言毛於毛不事奈礼者世地尓久知可多免屋利多利多ゝ少納言もおもふ事なれはせちにくちかためやりたりたゝ遊久衛毛之良須少納言可以帝加久之幾古衣多類止乃見ゆくゑもしらす少納言かいてかくしきこえたるとのみ幾古衣佐春流尓宮毛以不可比奈久於保之天故尼君毛加之きこえさするに宮もいふかひなうおほし 故尼君もかし古仁王多里給者无事越以止毛能之止於波之多利之事こにわたり給はん事をいとものしとおはしたりし事奈連者女乃止能以止佐之過之多流心者世濃安末利 以良なれはめのとのいとさし過したる心はせのあまり いら可尓王多佐武遠日无那之奈止波以者天心丹満可世天以帝かにわたさむをひんなしなとはいはて心にまかせていて者婦良可之川留奈免利止奈久〳〵可遍利給奴毛之幾ゝはふらかしつるなめりとなく〳〵かへり給ぬもしきゝ出多天末川良八川希与止乃給毛王川良波之久僧都乃出たてまつら つけよとの給もわつらはしく僧都の
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御毛止尓毛多川祢幾古衣給部止阿止者可那久天阿良亜之加利御もとにもたつねきこえ給へとあとはかなくてあらあしかり之御可多地奈止恋之宇可那之止於毛保春北乃可多毛者ゝし御かたちなと恋しうかなしとおもほす北のかたもはゝ君遠丹久之止思幾古衣給希累心毛 世天和可心丹満可君をにくしと思きこえ給ける心も せてわか心にまか世川遍宇於毛保之希流尓太可比奴留八久地於之宇於保之せつへうおもほしけるにたかひぬるはくちおしうおほし給介利屋宇〳〵人万以利安川末里奴御安曽 可多幾濃給けりやう〳〵人まいりあつまりぬ御あそ かたきの和良者部知己止毛以登女川良可尓 万免可之幾御安利佐万わらはへちこともいとめつらかに まめかしき御ありさま奈礼者思己止奈久天安曽比阿遍利君盤於止己君乃於者勢なれは思ことなくてあそひあへり君はおとこ君のおはせ春奈登之天佐宇〳〵志幾夕暮奈止計 安万幾見遠恋すなとしてさう〳〵しき夕暮なと計 あまきみを恋幾古衣給帝宇地 幾奈止之給部止宮遠者古止丹思以天幾きこえ給てうち きなとし給へと宮をはことに思いてき
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【末摘花】５於毛遍止毛奈越阿可佐利之由不可本乃露尓遠久連之おもへともなをあかさりしゆふかほの露におくれし心知越止之月不連止於保之和春連寸己ゝ毛加之己心ちをとし月ふれとおほしわすれすこゝもかしこ毛宇知止計奴閑幾利乃遣之幾波三心不可幾可多乃もうちとけぬかきりのけしきはみ心ふかきかたの御以止満之佐尓介 可久奈津加之可利 安者連尓仁留御いとましさにけ かくなつかしかり あ れににる物奈宇恋之久於毛保衣給婦以可天己止〳〵志幾於保衣物なう恋しくおもほえ給ふいかてこと〳〵しきおほえ者奈久以止羅宇多計奈良武人乃津ゝ末之幾事奈はなくいとらうたけならむ人のつつましき事な可良武美津遣天之可那 古利寸満尓於保之和多連八からむみつけてしかな こりすまにおほしわたれは寸己之火川幾天幾己遊留和多利八御美ゝ止女給八奴久すこし火つきてきこゆるわたりは御みゝとめ給はぬく万奈幾尓佐天毛也止於保之与留波可利乃計八比安留阿まなきにさてもやとおほしよるはかりのけはひあるあ






【末摘花】８宇計天以見之宇加之津幾給之御武寸女心保曽久天うけていみしうかしつき給し御むすめ心ほそくて乃己利為多留越物乃津以天尓 多利 己衣計連者のこりゐたるを物のついてに たり こえけれは阿八連乃事也止天御心止ゝ女天止比幾ゝ多満不心者あはれの事やよて御心とゝめてとひきゝたまふ心は遍加多知奈止不可幾可多八衣之里侍良寸加以比曽女へかたちなとふかきかたはえしり侍らすかいひそめ人宇止宇毛天奈之給部八佐部幾与比奈止毛乃己之尓天人うとうもてなし給へはさへきよひなとものこしにて曽加多良比侍留幾武越曽奈津可之幾加多良比人止於毛そかたらひ侍るきむをそなつかしきかたらひ人とおも遍留止幾己遊連八見川乃止毛尓天以万日止久佐也へるときこゆれはみつのともにていまひとくさや宇多天阿良无止天和連尓幾可世与知ゝ君乃佐也宇うたてあらんとてわれにきかせよちゝ君のさやう能可多仁以止与之川幾天毛乃之給婦遣連八越之奈部天のかたにいとよしつきてものし給ふけれはをしなへて









志堂万婦与幾於利可那止於毛比天御古止能祢以可したまふよきおりかなとおもひて御ことのねいか尓満佐利侍良無止思給不良留ゝ与能遣八比尓佐曽にまさり侍らむと思給へらるゝよのけはいにさそ八連侍利天奈武心安八多ゝ之幾以天以利尓衣宇計堂はれ侍りてなむ心あはたゝしきいていりにえうけた万八良奴古曽久知越之遣連止以不 安者連志留人こまはらぬこそくちをしけれといへ あはれしる人こ曽女奈連毛ゝ志幾尓遊幾可部人能幾久波可利也八そめなれもゝしきにゆきかふ人のきくはかりやは止天女之与寸留毛安以那宇以可ゝ幾ゝ給八無止武祢とてめしよするもあいなういかゝき 給はむとむね徒婦留保能可尓可幾奈良之給婦於可之 幾己遊奈耳つふるほのかにかきならし給ふおかし きこゆなに波可利婦可幾天奈良祢止毛能ゝ祢可 能寸知古止那留はかりふかきてならねとものゝねか のすちことなる物奈連者幾ゝ仁久ゝ裳於保左連寸以 以多宇安連和物なれはきゝにくゝもおほされすい いたうあれわ
【末摘花】
12


























多連可多徒奴留加宇志多比安利可八以可尓世佐世給八たれかたつぬるかうしたひありかはいかにせさせ給は武止幾己衣給満己止以可也宇乃御阿利幾尓八寸以之无可むときこえ給まこといかやうの御ありきにはすいしんか良己曽波加〳〵志 止毛安累遍遣連越久良世佐世給八らこそはか〳〵し ともあるへけれをくらせさせ給は天己曽安良女也徒連多留御安利幾八加累〳〵之幾事毛てこそあらめやつれたる御あるきはかる〳〵しき事も以天幾奈武止遠之可部之天以佐女 天末津留加宇乃三見いてきなむとをしかへしていさめ てまつ かうのみみ
【末摘花】
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不衣止利以天給遍利以止上寸耳於八寸連者以止ふえとりいて給へりいと上すにおはすれはいと於毛志呂宇不幾給御古止女之天宇知尓毛己乃おもしろうふき給御ことめしてうちにもこの加多仁心衣堂留人〳〵尓比可世給婦中務乃君和左かたに心えたる人〳〵にひかせ給ふ中務の君わさ止比八ゝ飛計止頭乃君心可計多留越毛天波奈連天多ゝとひはゝひけと頭の君心かけたるをもてはなれてたゝ己乃堂満佐可那留御計之幾乃奈津可之幾越八衣曽武幾ゝこのたまさかなる御けしきのなつかしきをはえそむきゝ古衣奴耳於乃津可良加久連奈久天大宮奈止毛与呂こえぬにおのつからかくれ くて大宮なともよろ加良寸於保之奈利多連八毛乃於毛波之久波之堂菜幾からすおほしなりたれはものおもはしくはしたなき心知之天寸左満之計尓与利不之 利多衣天見多天末川良心ちしてすさましけによりふし りたえて見たてまつら奴所尓加計波奈連奈無毛佐寸可仁心保曽久於毛比見ぬ所にかけはなれなむも すかに心ほそくおもひみ
【末摘花】
20
堂連多利君多知八安利徒留幾武乃祢越於保之以天ゝ安者たれたり君たちはありつるきむのねをおほしいてゝあは連計奈利徒留寸満井乃左満奈止毛夜宇加遍天於加之宇れけなりつるすまゐのさまなともやうかへておかしう於毛比津ゝ計阿良末之事仁以止於可之宇羅宇多幾人おもひつゝけあらまし事にいとおかしうらうたき人乃佐天止之月越加佐祢為多良武止幾美曽女天以美 心のさてとし月をかさねゐたらむときみそめていみ 心久類之久八人尓毛毛天佐者可累波可利也和可心毛佐末安くるしくは人にももてさはかるはかりやわか心もさまあ志可良武奈止佐部中将 思非遣利己乃君乃可宇計之幾波見しからむなとさへ中将 思ひけりこの君のかうけしきはみ阿利幾給越満左仁佐天八寸久之給日天武也止奈万祢多ありき給をまさにさてはすくし給ひてむやとなまねた宇安也宇可利計 曽乃ゝ知己奈多加 多与利不三奈止也利給遍うあやうかりけ そのゝちこなたか たよりふみなとやり給へ以川連毛加部利事美衣寸於保津可奈久心也末之幾仁安万利宇多天毛安留いつれもかへり事みえすおほつかなく心やましきにあまりうたてもある
【末摘花】
21






以良遍給越人和幾之計利止思不尓以止祢多之君八不可いらへ給を人わきしけりと思ふにいとねたし君はふか宇之毛於毛八奴事乃可宇奈左計奈幾遠寸左満之久於うしもおもはぬ事のかうなさけなきをすさましくお毛比奈利給丹之可止可宇己乃中将乃以比安利幾計留遠もひなり給にしかとかうこの中将のいひありきけるを己止於保久以比奈連多良武方尓曽奈比可武可之志多利可ことおほくいひなれたらむ方にそなひかむかししたりか保尓毛止乃事越於毛比波奈知多良武介之幾己 宇連（王）ほにもとの事をおもひはなちたらむけしきこ うれ（わ）志可留遍遣礼止於本之天命婦遠満女也可尓可多良以給しかるへけれとおほして命婦をまめやかにかたらい給於保徒可奈宇毛天波奈連多留御遣 幾奈武以止心宇おほつかなうもてはなれたる御け きなむいと心う幾寸幾〳〵之起加多尓宇多可比与世給不尓己曽安良女きすき〳〵しきかたにうたかひよせ給ふにこそあらめ佐利止毛美之可幾心波衣津可八奴毛乃越人乃心濃能止也可さりともみしかき心はえつかはぬものを人の心ののとやか
【末摘花】
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奈留事奈久天思波寸耳乃三阿累尓奈武遠能徒可良なる事なくて思はすにのみあるになむをのつから和可安也末知仁毛奈利奴部幾心乃止可尓天於也波良可良わかあやまちにもなりむへき心のとかにておやはらから乃毛天安徒可比宇良武留毛奈宇心也寸可良武人八中〳〵のもてあつかひうらむるもなう心やすからむ人は中〳〵奈武良宇多可留部幾遠止乃多末偏八以也天佐也宇尓於なむらうたかるへきをとのたまへはいてやさやうにお加之幾可多乃御加佐也止利仁八衣之毛也止津幾奈計尓己かしきかたの御かさやとりにはえしもやとつきなけにこ曽美衣侍連日止部尓毛乃津ゝ美之比幾以利多留加多波之毛そみえ侍れひとへにものつゝみしひきいりたるかたはしも安利可多宇毛乃之給布人尓奈武止美留阿利左満閑多利幾ありかたうものし給ふ人になむとみるありさまかたりき己遊良宇〳〵志宇加止女幾多留心者奈幾 女利以止己女こゆらう〳〵しう とめきたる心はなき めりいとこめ加之宇於保止可奈 武己曽良 多久八安留遍遣礼止かしうおほとかな むこそら たくはあるへけれと
【末摘花】
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毛天波奈連天尓計奈幾御事止毛於毛武計侍良春多ゝもてはなれてにけなき御事ともおもむけ侍らすたゝ於保可多乃御 乃津ゝ三乃和利 尓天遠衣佐之以天給おほかたの御けのつゝみのわり にてをえさしいて給八奴止奈武美給不留止幾己由連八曽礼己曽与津可怒はぬとなむみ給ふるときこゆれはそれこそよつかぬ事奈連毛乃於毛比志留満之幾程日 利身越衣心尓事なれものおもひしるましき程ひ りみをえ心に末可世奴保止己曽佐也宇尓加ゝ也可之幾己止八利奈連まかせぬほとこそさやうにかゝやかしきことはりなれ奈尓事毛思志津末利給良武止於毛不己曽曽己波なに事も思しつまり給らむとおもふこそそこは止奈久川連〳〵 心本曽宇乃三於本由留越 奈之心尓となくつれ〳〵 心ほそうのみおほゆるを なし心に以良部給者無八祢可比可奈不心知奈武春部幾奈尓也可也いらへ給はむはねかひかなふ心ちなむすべきなにやかや止与徒計留寸知奈久天曽乃安連多留春乃己尓多ゝ寸満ゝとよつけるすちなくてそのあれたるすのこにたゝすまゝ
【末摘花】
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保之幾奈利以止宇多天心衣奴心知寸留越可乃御遊留之奈ほしきなりいとうたて心えぬ心ちするをかの御ゆるしな久止毛多八可連可之心以良連志宇多天安留毛天奈之仁盤くともたはかれかし心いられしうたてあるもてなしには与毛阿良之奈止加多良比給婦猶世尓安留人乃阿利左満よもあらしなとかたらひ給ふ猶世にある人のありさま遠大可多奈留也宇尓天幾ゝ安津女美ゝ止ゝ女給久世濃を大かたなるやうにてきゝあつめみゝと め給くせの津幾給部留遠佐宇〳〵之幾与比ヰ奈止尓波可奈幾津つき給へるをさう〳〵しきよひゐなとにはかなきつ以天丹佐留人己曽止八可利幾己衣以天多利志尓可久和左止いてにさる人こそとはかりきこえいてたりしにかくわさと可満之宇乃多満比和多連者奈満和津良波之久遠无奈かましうのたまひわたれはなまわつらはしくをんな君乃御安利左満毛与津可波之宇与之女幾 止毛安 奴君の御ありさまもよつかはしうよしめき ともあ ぬ遠中〳〵奈留道比幾耳以止於之幾事也美衣奈武止於を中〳〵なる道ひきにいとおしき事やみえなむとお
【末摘花】
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佐天毛也三祢可之又佐留部幾尓天可利仁毛於八之可与八武遠さてもやみねかし又さるへきにてかりにもおはしかよはむを止可女給遍幾人奈之奈止安多女幾多 波也里心者とかめ給へき人なしなとあためきた はやり心は宇知思比天知ゝ君尓毛閑ゝ留事奈止毛以者佐利気利うち思ひてちゝ君にもかゝる事なともいはさりけり八月廿与日与比寸久留末天満多留 月乃心毛止奈幾八月廿よ日よひすくるまてまたるゝ月の心もとなき尓保之乃比可利八可利佐也計久松乃己寸恵不久風乃遠止にほしのひかりはかりさやけく松のこすゑふく風のをと心保曽久天以 之遍 事加多利以天ゝ宇知奈幾奈止之心ほそくてい しへ 事 たりいてゝうちなきなとし給以止与幾於利可奈止於毛比天御世宇曽己也幾古衣給いとよきおりかなとおもひて御せうそこやきこえ津良武連以乃以止志乃比天於波之多利月也宇〳〵以天ゝつらむれいのいとしのひておはしたり月やう〳〵いてゝ安連多留末可幾乃保止宇止満之久宇知奈可女多満不尓あれたるまかきのほとうとましくうちなかめたまふに
【末摘花】
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幾武曽ゝ乃可左連天保乃可尓加幾奈良之給保止計之宇八きむそゝのかされてほのかにかきならし給ほとけしうは安良春寸己之計知可宇以満女幾多留計遠徒遣計也止あらすすこしけちかういまめきたるけをとけけやと曽美多連多留心尓八心毛止奈久思比為多留人女之奈幾そみたれたる心には心もとなく思ひゐたる人めしなき所奈連八心也寸久以利給婦命婦遠与八世多満不以末之所なれは心やすくいり給ふ命 をよはせたまふいまし毛於止呂幾可本尓以止可多波良 多幾和左可奈志可〳〵己曽於もおとろきかほにいとかたはら たきわさかなしか〳〵こそお八之満之多奈連川祢尓加宇宇良美幾己衣給婦遠心尓はしましたなれつねにかううらみきこえ給ふを心に加奈八奴与之越乃三以奈比幾己衣侍連八見津可良 止八利かなはぬよしをのみいなひきこえ侍れはみつから とはり毛幾己衣志良世無止乃多末比和多留 利以可ゝ幾己衣可部もきこえしらせむとのたまひわたる りいかゝきこえかへ佐武奈三〳〵乃多和也春幾御不留末比奈良祢八心久留さむなみ〳〵のたわやすき御ふるまひならねは心くる
【末摘花】
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堂幾計止安良八加宇之奈登佐之天八安利奈武止乃給春たきけとあらはかうしなとさしてはありなむとの給す乃己奈止八比无奈宇侍奈無遠之多知天安波〳〵之幾御心のこなとはひんなう侍なむをしたちてあは〳〵しき御心奈止八与毛奈止以止与久以比 之天不多末乃幾者奈留佐なとはよもなといとよくいひ してふたまのきはなるさ宇之天津可良以 川 久佐之天御志良祢宇知遠幾うしてつからい つ くさして御しらねうちをき津久呂不以止徒ゝ末之計尓於保之多連止加也宇乃人尓つくろふいとつゝましけにおほしたれとかやうの人に物以不良武心八部奈止毛夢志利給八佐利計連八命婦乃物いふらむ心はへなとも夢しり給はさりけれは命婦の可宇以不遠安留也宇己曽八止於毛比天毛乃之多満不女乃止多川かういふをあるやうこそはとおもひてものしたまふめのとたつ於以人奈止八佐 之尓以利不之天夕末止比志多留本止奈利おい人なとはさ しにいりふして夕まとひしたるほとなり和可幾人二三 安留八与尓女天良連給布御阿利佐満わかき人二三人あるはよにめてられ給ふ御ありさ
【末摘花】
32
遠遊可之幾物尓思比幾古衣天心計左宇之安部利与呂之幾をゆかしき物に思ひきこえて心けさうしあへりよろしき御曽多天末津利可部津久呂比幾己由連八佐宇之美者御そたてまつりかへつくろひきこゆれはさうしみは奈尓乃心計左宇毛奈久天於八寸於止己八以止川幾世奴御なにの心けさうもなくておはすおとこはいとつきせぬ御左満遠宇知志乃比与宇以之給部留御遣八比以見之宇奈満さまをうちしのひよういし給へる御けはひいみしうなま女幾天美之良武人尓己曽美世女波部安留末之幾和多利越めきてみしらむ人にこそみせめはへあるましきわたりを安奈以止於之止命婦八於毛部止多ゝ於保止可尓毛乃之給婦あないとおしと命婦はおもへとたゝおほとかにものし給ふ遠空宇之呂也春宇佐之寸幾多留事 美衣多天末津利を空うしろやすうさしすきたる事 みえたてまつり給八之止於毛比介留和可津祢尓世女良連 天末津累給はしとおもひけるわかつねにせめられ てまつる津三佐利己止仁久累之幾人乃御毛乃思比也以天古武つみさりことにくるしき人の御もの思ひやいてこむ
【末摘花】
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毛比也留毛也春加良寸加ゝ留己止遠久屋之奈止八以不尓也もひやるもやすからすかゝることをくやしなとはいふにや安良武佐利止天以可ゝ八世武和連者佐利止毛心奈可久美者あらむさりとていかゝはせむわれはさりとも心なかくみは天ゝ武止於本之奈寸御心越志良祢八可之己仁八以美之宇てゝむとおほしなす御心をしらねはかしこにはいみしう曽奈計以給計留於止ゝ夜尓以利天万可天給尓飛可連多天そなけい給けるおと 夜にいりてまかて給にひかれたて末津利天大殿尓於波之末之奴行幸乃己止遠介不安利まつりて大殿におはしましぬ行幸のことをけふあり止於毛保之天君多知安津末利天乃給日遠乃〳〵末比 毛とおもほして君たちあつまりての給ひをの〳〵まひ も奈良飛給不遠曽乃己呂能事尓天過行毛乃ゝ祢止毛川年ならひ給ふをそのころの事にて過行ものゝねともつね与利毛美ゝ可之可満之久天加多〳〵以止三津ゝ連以 御安曽よりもみゝかしましくてかた〳〵いとみつゝれいの御あ比奈良春大日知里幾佐久波知乃不恵奈止乃於保声ひならす大ひち きさくはちのふゑなとのおほ声
【末摘花】
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遠不幾阿計津ゝ太以己遠佐部可宇良武乃毛止尓満呂波之をふきあけつゝたいこをさへかうらむのもとにまろはし与世天天津可良宇知奈良之安曽比於八 不春御以止満奈よせててつからうちならしあそひおは ふす御いとまな幾也宇尓天世知尓於保春所八可利尓己曽奴春万八連きやうにてせちにおほす所はかりにこそぬすまはれ給部連可乃和多利尓八以止於本津可奈久天秋久連八天給へれかのわたりにはいとおほつかなくて秋くれはて奴奈越多乃三己之可比奈久天春幾行行幸知可久奈利ぬなをたのみこしかひなくてすき行行幸ちかくなり天志可久奈止乃ゝ志留己呂曽命婦八末以連留以可尓曽てしかくなとのゝしるころそ命婦はまいれるいかにそ奈止ゝ飛給天以止於之止八於本之多利阿利左満幾己衣天以止なとゝひ給ていとおしとはおほ たりありさまきこえていと可宇毛天者奈連多留御心波部八美多末不留人佐部心久かうもてはなれたる御心はへはみたまふる人さへ心く流之久奈止奈幾奴八可利思遍利 尓久ゝ毛天奈之天也見るしくなとなきぬはかり思へり心にくゝもてなしてやみ
【末摘花】
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奈可利遣利以与〳〵安也志宇比奈比多留加幾利尓天美奈良なかりけりいよ〳〵あやしうひなひたるかきりにてみなら八奴心知曽春留以止ゝ宇連不奈利津留由幾可起多連以はぬ心ちそするいとゝうれふなりつるゆきかきたれい美之宇不利介利空乃遣之幾波計之宇風不幾安連天於みしうふりけり空のけしきはけしう風ふきあれてお保止安不良幾衣仁介留越止毛之津久留人毛奈 可乃物耳ほとあふらきえにけるをともしつくる人もな かの物に遠曽八連之於利於本之（以）天良連天安連多留左満八於止をそはれしおりおほし（い）てられてあれたるさまはおと良佐女留越保止乃世波宇人気乃春己之安留奈止尓奈久らさめるをほとのせはう人けのすこしあるなとになく左女多連止寸己宇多天以佐 幾心知春留夜 左満奈利さめたれとすこうたていさ き心ちする夜 さまなり於可之宇毛安八連尓毛也宇可遍天心止満利奴部幾安利左満越おかしうもあはれにもやうかへて心とまりぬへきありさまを以止武毛連寸久与宇尓天奈尓乃波部奈幾越曽久地遠之いとむもれすくようにてなにのはへなきをそくちをし
【末摘花】
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宇於保春可羅宇之天安計奴留介之幾奈連波可宇之天川可良うおほすからうしてあけぬるけしきなれはかうしてつから安計多満比天末遍乃世无佐以乃由幾越見多満不不三安計あけたまひてまへのせんさいのゆきをみたまふふみあけ多留阿止毛奈久波留〳〵止阿連和多利天 見之宇佐日之計たるあともなくはる〳〵とあれわたりて みしうさひしけ奈留尓不利以天ゝ由可武事毛阿者礼尓天於可之幾程乃空なるにふりいてゝゆかむ事もあはれにておかしき程の空毛美多末部津幾世奴御心乃遍多天己曽和利奈介 止宇良もみたまへつきせぬ御心のへたてこそわりなけ とうら美幾己衣給末多本乃久良介連止雪乃日可利尓以止ゝみきこえ給またほのくらけれと雪乃ひかりにいとゝ幾与良尓和可宇見衣多満不遠於以人止毛恵三佐可部天美きよらにわかうみえたまふをおい人ともゑみさかへてみ天末津留波也以天佐世給部阿知幾奈之心宇津久之幾てまつるはやいてさせ給へあちきなし心うつくしき己楚奈止遠之部幾己由連八佐春可尓人乃幾古由留事こそなとをしへきこゆれはさすかに人のきこゆる事
【末摘花】
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波津可之久志呂宇天左於尓比多飛津幾己与那宇者礼はつかしくしろうてさおにひたひつきこよなうはれ多留仁奈越之毛可知奈留於毛也宇八 保可 於止呂〳〵之たるになをしもかちなるおもやうは ほか おとろ〳〵し宇奈可幾奈累篇之也世太末篇留事以止越之計尓佐うなかきなるへしやせたまへる事いとをしけにさ良本日天加多乃保止奈止八以多遣那留 天幾奴乃宇部末らほひてかたのほとなとはいたけなる てきぬのうへま天三遊奈尓ゝ乃己利奈宇見阿良波之津良无止思毛乃可良てみゆなにゝのこりなう見あらはしつらんと思ものから女津良志幾佐末乃志多連波佐春可尓 知三也良連多めつらしきさまのしたれはさすかに ちみやられた末不加之良津幾加三乃加ゝ利波之毛宇津久之遣 女天多之まふかしらつきかみのかゝりは もうつくしけ めてたし止於毛比幾己由留人〳〵尓毛於佐〳〵於止留満之 宇知幾とおもひきこゆる人〳〵にもおさ〳〵おとるまし うちき乃寸曽仁多満利天比可連多留保止一尺八可利阿末利多良のすそにたまりてひかれたるほと一尺はかりあまりたら
【末摘花】
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武止美遊幾給篇留毛乃止毛越佐部以比多川留毛ゝ乃むとみゆき給へるものともをさへいひたつるもゝの以比佐可奈幾也宇奈連止武可之 加多利尓毛人乃御いひさかなきやうなれとむかし かたりにも人の御佐宇曽久越己曽末徒以比多女連由留之以呂乃和利奈さうそくをこそまついひためれゆるしいろのわりな宇宇八志良三多累日止加佐祢奈己利奈宇久呂幾宇知起ううはしらみたるひとかさねなこりなうくろきうちき加佐祢天宇波幾尓波不留幾能可八幾奴以止幾与良仁加かさねてうはきに ふるきのかはきぬいときよらにか宇波之幾越幾給遍利己多以乃遊部津幾堂留御佐宇うはしきをき給へりこたいのゆへつきたる御さう曽久奈連止奈越和可也可奈留女乃御与曽飛尓八尓計奈そくなれとなをわかやかなる女の御よそひにはにけな宇於止呂〳〵志幾事以登毛天波也佐連多利佐連止計うおとろ〳〵しき事い もてはやされたりされとけ尓己乃可八奈 天波多佐武計奈留越心久留之止見多満にこのかはな てはたさむけなるを心くるしとみたま
【末摘花】
51



























安左乃袖可奈和可幾毛乃盤加多知可久連寸止宇知寸之給あさの袖かなわかきものはかたちかくれすとうちすし給日天花乃色尓以天ゝ以止佐武之止見衣津留御於毛可気不ひて花の色にいてゝいとさむしと見えつる御おもかけふ思比出良連天保ゝ恵末連多満不頭中将尓己礼遠美世多思ひ出られてほゝゑまれたまふ頭中将にこれをみせた良武止幾以可奈留事越与曽部以八武川祢尓宇可ゝ以久連八らむときいかなる事をよそへいはむつねにうかゝいくれは以末美津遣良連奈武止寸部 宇於本春世乃川祢奈留保止いまみつけられなむとすへ うおほす世のつねなるほと乃己止那留事奈左奈良波於毛比寸天ゝ毛也三奴部幾越佐多のことなる事なさならはおもひすてゝもやみぬへきをさた可尓美多末比天能知八中〳〵阿八連仁以美之久 満女 可かにみたまひてのちは中〳〵あはれにいみしく まめ か奈留左満尓遠止川連給不留幾乃可 奈良奴幾奴阿也和多なるさまにをとつれ給ふるき か ならぬきぬあやわた
【末摘花】
56
奈止於以人止毛乃幾留遍幾毛乃ゝ太九比可能於幾奈乃太なとおい人とものきるへきものゝたくひかのおきなのた女末天加三之毛於保之也利天多天末川里給可也宇乃満女也めまてかみしもおほしやりてたてまつり給かやうのまめや可事毛波津可之遣奈良奴遠心屋寸久佐留可 乃宇之路か事もはつかしけならぬを心やすくさるか のうしろ美尓天波久ゝ万武止於毛保 止利天左満己止仁佐奈良奴宇知止みにてはくゝまむとおもほ とりてさまことにさならぬうちと計和左毛之給介利加乃宇川世美乃宇知止計堂 之与比乃曽けわさもし給けりかのうつせみのうちとけた しよひのそ八女尓八以止和呂可利 可堂知左満奈連止毛天奈之尓可久左はめにはいとわろかり かたちさまなれともてなしにかくさ連天久知於之宇八阿良佐利幾加之於止留遍幾保止乃人奈利れてくちおしうはあらさりきかしおとるへきほとの人なり也者計尓志奈尓毛与良奴和左奈利遣利心八世乃奈多良可やはけにしなにもよらぬわさなりけり心はせのなたらか尓祢多計奈里之越末計天也美尓之可奈止物乃於利己止仁八にねたけなりしをまけてやみにしかなと物のおりことには
【末摘花】
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本知津ゝ乃三心衣春宇知加多婦幾多満部留仁津ゝ美尓ほちつゝのみ心えすうちかたふきたまへるにつゝみに古呂毛波己乃於毛里可仁己太以奈留宇知遠幾天越之ころもはこのおもりかにこたいなるうちをきてをし以天多利己連越以可天可八加多八良以多久於毛比給部佐いてたりこれをいかてかはかたはらいたくおもひ給へさ良武左連止津 多知乃御与曽比止 和左止侍女留越らむされとつ たちの御よそひと わさと侍めるを
【末摘花】
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久多寸奈越之多天寸波心久留之乃与也止以登以多宇くたすなをしたてすは心くるしのよやといといたう奈礼天日止利己津越与幾仁八安良祢止可宇也宇乃可以奈なれてひとりこつをよきにはあらねとかうやうのかいな天二多仁安良末之可八 加遍春〳〵久地遠之人乃保止てにたにあらましかは かへす〳〵くちをし人のほと乃心久留之幾仁奈乃久知奈武八佐春可奈利人 末以の心くるしきになのくちなむはさすかなり人 まい連波止利加久佐武也加ゝ留和左波人乃寸流物尓也安良れはとりかくさむやかゝるわさは人のする物にやあら武止宇知宇女幾給婦奈尓ゝ御良武世佐世津良無和むとうちうめき給ふなにゝ御らむせさせつらむわ
【末摘花】
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止久太利衣比曽女能越利毛乃ゝ御曽又也末不幾可奈尓とくたりえひそめのをりものゝ御そ又やまふきかなに曽色〳〵美衣天命婦曽多天末津利多留阿利之以呂安比そ色〳〵みえて命婦そたてまつりたるありしいろあひ越和呂之止也美多末比介武止於毛比志良流連止可礼者多をわろしとやみたまひけむとおもひしらるれとかれはた久連奈井乃於毛〳〵 加利越也佐利止毛幾衣之止祢比くれなゐのおも〳〵 かりをやさりともきえしとねひ人止毛波佐多武留御宇多毛己連与利乃八己止和 幾己衣人ともはさたむる御うたもこれよりのはことわ きこえ天志多ゝ可仁古曽阿連御可遍利八多ゝ於可之幾加多仁てしたゝかにこそあれ御かへりはたゝおかしきかたに己曽那止久知〳〵尓以不比女君毛於本呂希奈良天志以こそなとくち〳〵にいふひめ君もおほろけならてしい天給遍留和左奈連波毛乃尓可幾津遣天遠幾給部利て給へるわさなれはものにかきつけてをき給へり遣利津以多知乃保止春幾天己止之於止己多宇可阿留部けりついたちのほとすきてことしおとこたうかあるへ
【末摘花】
65
遣礼八連以乃所ゝ阿曽比乃ゝ志利給不尓毛佐王可之介連登けれはれいの所ゝあそひのゝしり給ふにもさわかしけれと佐日之幾所乃安者礼二於本之也良留連波奈奴可乃日（乃）世知さひしき所のあはれにおほしやらるれはなぬかの日（の）せち恵波天ゝ夜二以利天御世武与利満可天給計留遠御止乃井ゑはてゝ夜にいりて御せむよりまかて給けるを御とのゐ所二也可天止満利給奴留也宇二 夜不可之天於八之多利連以乃所にやかてとまり給ぬるやうに 夜ふかしておはしたりれいの阿利左満与利（八）計八比宇知曽与女幾与徒以多利君毛春己 遠ありさまより（は）けはひうちそよめきよついたり君もすこ を也幾給部留計之幾毛天津遣給部利以可尓曽安良多女天比幾やき給へるけしきもてつけ給へりいかにそあらためてひき加遍多良武止幾仁止曽於本 津ゝ遣良留ゝ日佐之以津留程かへたらむときにとそおほ つゝけらるゝ日さしいつる程尓也春良比奈之天以天多満不比武可之乃徒万止遠之阿計多にやすらひなしていてたまふひむかしのつまとをしあけた連波武可比多留良宇乃宇部毛奈久阿八連多礼八日乃安之れはむかひたるらうのうへもなくあはれたれは日のあし
【末摘花】
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多天己曽阿良女止天左毛也志三津可武止阿也宇久思比給たてこそあらめとてさもやしみつかむとあやうく思ひ給部利曽良乃古比越志天佐 尓己曽志呂万祢与宇奈幾へりそらのこひをしてさ にこそしろまねようなき寸左比和左奈利也宇知仁以可尓能多満者武止寸良武止以止すさひわさなりやうちにいかにのたまはむとすらむといと末女也可尓乃給越以止〳〵於之止於本之天与利天乃古比まめやかにの給をいと〳〵おしとおほしてよりてのこひ給部波遍以知宇可 宇仁色止利曽部給奈阿可ゝ良武八安給へはへいちうか う 色とりそへ給なあかゝらむはあ衣奈武止多和不連給左末以止於可之幾以毛世止美衣給えなむとたわふれ さまいとおかしきいもせとみえ給遍利日乃以止宇羅ゝ可奈留尓以津之可止霞和多連留己へり日のいとうらゝかなるにいつしかと霞わたれるこ春恵止毛乃心毛止奈幾中尓毛武女波遣之幾波三本すゑともの心もとなき中にもむめはけしきはみほ保恵三和多連留止利和幾天美遊波之可久之乃毛止乃古ほゑみわたれるとりをきてみゆはしかくしのもとのこ
【末摘花】
71
宇波以以止ゝ久佐久花尓天色津幾二遣利うはいいとゝくさく花にて色つきにけり
久連奈井乃花曽安也奈久宇止満留ゝ梅乃多知くれなゐの花そあやなくうとまるゝ梅のたち
衣波奈津可之遣連止以天也止安以奈久宇知宇女可連えはなつかしけれといてやとあいなくうちうめかれ多満不閑ゝ留人〳〵乃春恵〳〵以可奈利遣無たまふかゝる人〳〵のすゑ〳〵いかなりけむ
【末摘花】
72
依或人求染陋筆畢
博陸候
　
花押
六一
